
メンバー表 2024/11/03
13:00 Kick Off

日本体育大GOTOWAカップ　第35回　関東女子ラグビーフットボール大会 第1節

日本体育大学ラグビー部女子 (Host)   Pieces  (V i s i tor)
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レフリー
 永渕真緒(関東協会)

タッチジャッジ
 佐々木凛（関東協会）
 酒井健佑 （関西協会）
 溝口寿恵 （関東協会）

日本体育大学ラグビー部女子
# Pos. 　　　氏　　　名　　　資格年齢身長/体重 出身/所属

1 PR 峰 愛美 21 163/76
長崎RS、長崎レディース → 佐
賀工業高校

2 HO 根塚 智華 21 161/72
尼崎RS → 東海大学附属静岡
翔洋高校

3 PR 麻生 来海 20 161/67
グリーンクラブRS → 関東学院
六浦高校

4 LO 八尋 瑛 19 162/63 石見智翠館高校

5 LO 村瀬 加純 21 166/74
名古屋RS → 愛知県立名南工
業高校

6 FL 持田 音帆莉 21 159/66 高崎RC → 麗澤高校

7 FL 樋口 真央 21 160/66
PEARLS → 三重県立四日市農
芸高校

8 No.8 向来 桜子 21 167/70 中条RS → 関東学院六浦高校

9 SH 山本 彩花 22 153/55
ヤングウェーブ・福岡レディー
ス → 東海大学付属福岡高校

10 SO 大内田 夏月 22 163/62
かしいYR、福岡レディース →
筑紫高校

11WTB 梅津 悠月 22 157/60 國學院大學栃木高校

12 CTB 水野 小暖 19 158.5/62
ぎふ清流レディース → 岐阜第
一高校

13 CTB 山田 莉瑚 21 156/58
PEARLS → 四日市メリノール
学院高校

14WTB 江尻 栞那 19 150/50
平工業ラグビー部 → 福島県立
平工業高校

15 FB 松田 奈菜実 21 161/68
富島高校女子ラグビー部 → 宮
崎県立富島高校

16

Re.

樫山 純佳 18 158/67
和歌山PacificOceans7 → 田辺
高校

17 西村 澪 21 168/83 石見智翠館高校

18 萩原 凛 18 164/64 藤沢RS → 石見智翠館高校

19 鈴木 芭菜 19 156/57 八王子RS → 麗澤高校

20 高橋 夢来 19 167/65 横浜RS → 桐蔭学園高校

21 登録なし 1 94 180/80

22 登録なし 2 94 180/80

23 登録なし 3 94 180/80

Pieces
# Pos. 　　　氏　　　名　　　 資格年齢身長/体重 出身/所属

1 PR 五月女 莉緒 25 163/77 国際武道大学

2 HO 古谷 彩夏 23 155/57 京都精華学園高校

3 PR 井草 彩野 30 165/78 成蹊大学

4 LO 佐久間 怜奈 21 166/70 麗澤高校

5 LO 三宮 愛里咲 30 168/72 都立府中西高校

6 FL 日置 彩乃 24 157/58 日本体育大学

7 FL 青柳 双葉 32 158/56 日本体育大学

8 No.8 中村 紘子 32 158/63 順天堂大学

9 SH 渡邊 貴子 21 158/57 桐朋女子高校

10 SO 渡邉 日菜 22 164/64
練馬RS → 石見智翠館高
校

11WTB ミリカ ・トカイザケ F 26 168/65 フィジー国際大学

12 CTB 上田 芽生 22 167/63 松山東高校

13 CTB 伊藤 睦 27 162/65 名取北高校

14WTB 黒田 美織 24 157/57
花園ホーリーホック → ア
ナン学園高校

15 FB 平山 愛 32 156/60 桐生市立商業高校

16

Re.

小松 樹梨 20 157/86 八戸学院大学

17 高橋 瑠衣 25 161/74 国際武道大学

18 山形 詩織 26 163/82 八戸学院大学

19
ライサニ ・モゼイサ
ワナ

F 26 172/75 フィジー国際大学

20 ンドカ ジェニファ 24 165/74
昌平高校 → 流通経済大
学

21 幅野 真子 25 150/56 流通経済大学

22 安藤 菜緒 23 169/63 東京有明医療大学

23 古関 未來 20 162/57 八戸学院大学

＊背番号の白抜きはキャプテン ＊資格は F:外国籍、A:アジア、E:特別 ＊メンバーは変更になる場合があります。メンバーボードをご確認下さい。

『FOR ALL, FOR EARTH.　日本ラグビー協会は、いつも環境に配慮した活動をめざしています』


